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ESG(環境、社会、およびガバナンス)運動は、国連(UN)
が提唱した企業の社会的責任への取り組みから、資産
運用や事業環境を再構築する世界的な現象へと発展し
ました。しかし、ESGの隆盛にもかかわらず、企業、投
資家、一般の人々は、投資やビジネス上の意思決定にお
いて、この「S」の要素がどのような役割を果たすべき
か、つまり、企業が人々に与える影響を正確に把握する
のに苦闘しています。

BNPパリバが2019年に実施したグローバルESG調査で
は、調査対象の投資家の46%が、「S」を分析して投資
戦略に組み込むことが最も難しいと考えていることが分
かりました。環境やガバナンスの問題とは異なり、社会
的要因は目に見えにくく、企業の業績に与える影響に関
するデータは限られています。1この「S」への理解が欠
如していることが、新型コロナウイルス感染症やウクラ
イナでの戦争、およびそれらのグローバルな社会経済的
影響によって進んだ最近のESG取り組みの「S」へのシフ
トでさらに明らかになりました。

一方で、保険業界を含む企業には、「S」にさらに注意
を払うべきであるという幅広いコンセンサスがありま
す。2015年に国連の持続可能な開発目標(SDGs)が採択さ
れたことで、世界が直面している社会的持続可能性の課
題に対応するよう、社会全体で圧力や緊急性が高まって
います。これは、保険業界にとって特に重要です。保険
業界は、リスクを引受け、損失とリスク防止を推進し、
長期投資を行い、社会的に有益であることがもともと広
く認識されているからです。

社会的持続可能性の重要性が高まる要因

新型コロナ感染症は低所得国、および中所得国の下層部
に偏った影響を及ぼし、世界で約1億人が極度の貧困に
陥りました。2 このことも国連の持続可能な開発のため
の2030アジェンダや17のSDGs目標などの持続可能性の取
り組みをより確実に推進することの必要性を顕在化させ
ました。

これに加えて、ロシアのウクライナ侵攻が、開発途上国
が新型コロナ感染症による経済的、財政的、社会的影響
からの回復に向けて懸命に取り組んでいる最中に、エネ
ルギーと食料価格の大幅な上昇を引き起こしました。こ
の戦争はSDGsの達成に向けた進展を阻害する恐れがあ
り、推定でさらに4,000万人が極度の貧困に陥る可能性
があります。3, 4

政府は、規制をますます利用して、企業の社会的活動に
ついてステークホルダーが入手できる情報を改善してい
ます。これは、政府が主に投資家としての立場で、企業
の信賞必罰を効果的に行うことを期待してのことです。5 
国および地域の規制枠組みの社会的目標は、多くの場合
に国連のSDGsや持続可能な開発のために大規模な資本を
集結する必要性に端を発しています。

さらに、投資家は社会的持続可能性が長期的な株主価値
を最大化する可能性をますます認識するようになってい
ます。学術研究者は、人的資本管理、労働力の多様性、
サプライチェーンのデューデリジェンスなどの社会的要
因を特に重視することが、アルファ、つまり投資で得ら
れるベンチマーク・リターンを上回る超過リターンの創
出に寄与する証拠を見つけました(図1)。
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図1:社会的持続可能性の現在の推進要因
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社会の持続可能性への保険会社の貢献

このような背景のもと、保険会社は、中核事業活動にお
いてESGへの配慮を明確に採用することで、本来の社会
的有用性を超えて、新たな社会的利益を創出する可能性
を模索し始めています。

その一例がインパクト引受です。これにより、保険会社
は、保険数理上のリスクに基づく原則に一貫して沿い、
データとリスクの専門知識を、サービスを受けていな
い、または十分なサービスを受けていないグループが個
別の恩恵を得られるように利用することにより、社会目
標に具体的な貢献をすることができます。また、保険会
社は、ESGのより大きな枠でリスク防止を捉えて、個人
レベルと社会レベルのいずれにおいても、気候、サイバ
ーあるいは健康リスクの防止と軽減に貢献しています。
もう一つの例は、インパクト投資です。これにより、保
険会社は、プロジェクトのリスクに見合った財務上のリ
ターンを目指して、具体的かつ測定可能な社会的影響を
意識的に追求します。

 
 
保険会社は、社会的持続可能性に利点をもたらすこと
に加えて、中核事業活動から生じる潜在的なリスクを
回避し対処する必要があります。損害保険(P&C)事業で
は、ESGリスクは主に産業および企業保険にあり、児童
労働、強制労働、強制移住、労働者の安全性の低下、お
よび労働者の権利の侵害に関連する可能性があります。
生命保険と医療保険では、アルゴリズムによる保険引受(
例えば、特定の顧客を意図せずに排除するリスク)があり
ます。これらのリスクを考慮して、保険会社は軽減メカ
ニズムを確立しています。投資面では、ESGリスクは、
炭鉱、たばこ、ギャンブル、特定の武器や人権侵害のあ
る事業活動を除外し、ネガティブ・スクリーニングを行
うことで管理しています。また、投資先企業とのエンゲ
ージメントの重要性が増しています。
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社会的持続可能性の枠組み

これらの取り組みや施策、またステークホルダーからの企業に対する「S」の取り込みへの圧力の高まりにもかかわ
らず、保険業界の社会的持続可能性への貢献に対応する意思決定に役立つ概念的な枠組みはまだありません。当協会
は、保険会社が従業員、バリューチェーン・パートナー、顧客、地域社会に与える影響を評価するための体系的なア
プローチを提供することにより、このギャップを埋めることを目指しています。提案アプローチは、温室効果ガス
(GHG)プロトコルで確立された炭素排出量開示の3つのスコープモデルを応用しています(図2)。

図2:保険業界の社会的影響に適用される3つのスコープモデル
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出典: ジュネーブ協会

スコープ1は、保険会社が直接管理するすべてのもの、
何よりもまず従業員に対する保険会社の社会的影響を捉
える可能性を有します。スコープ2は、事業を通じて直
接的に、あるいは従業員を通じて間接的(従業員のボラン
ティア活動など)に、地域社会に及ぼす保険会社の影響を
扱う可能性を持ちます。スコープ3は、上流(バリューチ
ェーン・パートナーへの「S」の影響)と下流(顧客および
投資先への「S」の影響)の両面において、リスク引受と
サービス提供から投資に至るバリューチェーン全体に与
える保険会社の社会的影響を包含するでしょう。スコー
プ3の影響は極めて重要です。

社会的持続可能性推進のための保険会社への提言

1.	  社会的持続可能性を管理するために、三段階のアプ
ローチの採用。 第一に、本業である保険から生じ
る建設的な社会的影響力(本質的な利点)を最大化し
ます。第二に、潜在的な悪影響を慎重に軽減するこ
とによって、これらの利点を保護します。第三に、
第一段階と第二段階に悪影響を及ぼさない、付加的
な商業的に実行可能な社会的利益の範囲を探求しま
す。

2.	  より健全・安全でレジリエントな経済的に生産性
の高い社会を構築するために、純粋なリスク移転か
らリスク移転と予防を合わせたものへの移行を視野
に入れた、現在のビジネス・モデルの見直し。さら
に、ビジネス・モデルは、低コストのデジタル配信
とエンドツーエンドの処理によって可能になる商業
的に実行可能な包括的な保険を、ポートフォリオベ
ースで（つまり、さまざまな事業分野にわたって）
引受けることができるものでなければなりません。

3.	  リスクと機会の両方の社会的配慮を日常業務に取り
入れ、プロテクション・ギャップの主要因である信
頼の欠如に対処し、将来性のある手段として官民パ
ートナーシップを模索することにより、実質的な社
会的利益を備えた保険商品を提供する中核事業運営
の適応

4.	  経営トップの意思決定(取締役会、経営会議)に社会
的配慮を組み込み、取締役会や上級管理職にダイバ
ーシティとインクルージョンを促進し、オペレーシ
ョナル・リスク・ガバナンスに「S」を含め、ESG市
場のリーダーとして上級管理職の「実践者」を任命
し、トップ経営陣の報酬を社会的持続可能性関連の
目標に対するパフォーマンスに結びつけることで、
「S」のガバナンスの構築。
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